








はじめに 

昭和 54 年 7 月の開院以来、産業医科大学病院小児科に搬送された乳幼児突然死(sudden 

infant death、以下 SID)の症例は 8例である。わが国では SIDの剖検率が低く、そのこと

が SID あるいは乳幼児突然死症候群(sudden infant death syndrome、以下 SIDS)の病態解

明に対する溢路となっているが、幸い我々の経験した 8症例では全例に剖検が行われ、死

因を検討することができた。一部の症例については臨床病態を中心としてすでに報告して

あるが、今回は剖検所見を中心として 8症例の検討成績を報告する。 


